
















































































































































たが、BP製剤と同様に薬剤関連顎骨壊死(Medication-related osteonecrosis of the jaw,
以下MRONJ)の発生が報告されている。今回当院歯科口腔外科におけるがん患者の
MRONJの発生状況を調査した。【方法】対象は2007年8月～2016年8月に歯科口腔外
科を受診しMRONJと診断されたがん患者12例とした。年齢、性別、原疾患（悪性腫
瘍病名）、薬剤名、顎骨壊死の発症部位などを検討した。【結果】患者は55歳～80歳（平
均72.3歳）、男性7例、女性5例。原疾患は乳がん5例、前立腺がん3例、多発性骨髄腫
2例、大腸がん1例、肺がん1例であった。投与薬剤はゾレドロン酸水和物注射液6例、
デノスマブ皮下注射5例、両剤共に投与歴があるものが1例であった。顎骨壊死の発生
部位は下顎が7例、上顎が5例であった。　【結語】MRONJは発生すると治癒が容易
ではなく、がん患者のQOLは著明に低下する。発生のメカニズムやリスク因子はいま
だ不明な点も多いが、医療スタッフの連携により適切な口腔機能管理と薬物指導を行
うことが求められる。
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